
今はこんな様子だよ。

２月２週目

　屋根葺替等の工事が安全に行えるように足場を作り周囲を囲む「素屋根」が建てられ、建物の外

観は見えなくなりました。作業しやすい高さに据えられた足場上で、檜皮葺・杮葺屋根の葺き替え

作業の皮切りである、古い屋根の解体作業が行われています。避雷針の取り外し・瓦棟の解体後、檜皮・

杮葺屋根の解体に取り掛かります。

　　　や　ね ふきかえなど　　 こうじ　　 あんぜん　 おこな　　　　　　　　　　あしば　　 つく 　しゅうい　 　かこ　　　　 す　や　ね　　　　　た　　　　　　　　 たてもの　　がい

 かん　　 み　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さぎょう　　　　　　　　たか　　　　 す　　　　　　　　　あしばうえ　　　　　ひわだぶき　　こけらぶきや　ね　　　ふ　　　か

 さぎょう　　 かわき　　　　　　　　　 ふる　　 や　ね　　 かいたいさぎょう　 おこな　　　　　　　　　　　　　　ひらいしん　　　と　　 はず　　 かわらむね　 かいたいご　　ひわだ

こけらぶきや　ね　　 かいたい　　 と　　　か

棟瓦に取り付けられた避雷針の取り外し作業。
むねがわら　　と　　　つ　　　　　　　　　ひらいしん　　　と　　 はず　　さちょう

杮葺屋根
こけらぶきやね

瓦葺屋根
かわらぶきやね

棚足場
たなあしば

檜皮葺屋根
ひわだ  ぶき や ね

瓦の調査選別。割れやヒビがあると再利用できないので、

目視チェックで「×」にして、それをクリアしたものはさ

らに叩いた時の音で調べる「打音検査」でチェックします。

叩くと鈍い音がするものは傷んでいるので「×」です。

かわら　 ちょうさせんべつ　　 わ　　　　　　　　　　　　　　　　　さいりよう　　　　　　　　　　　　 

 もく し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　 　　たた　　　　とき　　おと　　しら　　　　　　 だおん　けんさ

 たた　　　　にぶ　　おと　　　　　　　　　　　　いた　　　　　　　　　　　　　　　　　

瓦の軒先部分に「ナラ瓦又※」の刻印が。臨春閣

の瓦にも確認された、昭和修理時の補足瓦の生産

者の銘です。

かわら　 のきさき ぶぶん　　　　　　　　かわらまた　　　　　 こくいん　　　 りんしゅんかく

　　かわら　　　 かくにん　　　　　　　　しょうわしゅうり じ　　　ほそくがわら　 せいさん

 しゃ　　めい
※現在も文化財建造物をはじめとした瓦屋根の瓦の生産を

おこなっている会社、現在の社名は「株式会社瓦道」

       げんざい　　 ぶんかざい けんぞうぶつ　　　　　　　　　　　　　 かわらや　ね　　かわら　 せいさん　　

　　　　　　　 　　　　　　　　かいしゃ　　げんざい　　しゃめい　　　　かぶしきがいしゃ がどう 

よく見ると桟瓦の山の向きが逆。向かって左側は

「へ」の字型の一般的な桟瓦、右側は「逆へ」の字

型の「左桟瓦」。デザイン？一方向からの雨対策？

　　　　　み　　　　さんがわら　 やま　 　む　　　　ぎゃく　　む　　　　　　ひだりがわ

　　　　　　　　じ がた　　いっぱんてき　 さんがわら　 みぎがわ　　　 ぎゃく　　　　　　じ

 がた　　　ひだりさんがわら　　　　　　　　　　　　いっぽいこう　　　　　　あめたいさく

避雷針
ひらいしん

瓦棟
かわらむね

♪瓦 KAWARA アレコレ♪
かわら

左桟瓦
ひだりさんがわら

桟瓦
さんがわら

（一般的な）
　　 いっぱんてき


